
 

 

 

 

地域開発室方針 

地域開発室長 平林 健恒 

 

上越の諸問題の根幹には経済と政治が大きな要因となっています。少子高齢化、若年層

の都市流出は地域の労働人口の減少、経済規模の縮小を招いています。また市町村の合併

により、地域の政治がますます見え難くなり、市民の政治離れに拍車を掛けております。

明るい豊かな社会の実現を標榜する我々上越ＪＣは、今こそ、その若さと豊かな発想力、

能動的な行動力を駆使し、これらの難題に果敢に立ち向かうことが責務であると考えます。 

当室では、我々が生まれ育った地域を経済と政治という二つの側面から見つめ直し、こ

れからのまちづくりがより強く、活気ある発展を遂げる為の運動に取り組みます。地域経

済においては、各地の魅力を経済の観点からつなげる活動を行います。上越ＪＣが５年間

取り組み、着実に浸透したオクトーバーフェストを、市民の賑わいの場として継続すると

共に、地域の重要な産業である食や観光のＰＲを取り入れ、地域の魅力をより強く広く発

信する新たな広域交流の場に昇華します。また、間近に迫った高田開府４００年を上越全

域で盛り上げられるように、各地の祭りやイベントをつなげる仕掛けを構築します。そし

て、政治においては市民主権の大義のもと、市民が政治を自分ごととして考える意識醸成

を図る活動を展開します。政治の意義を市民と共に改めて考え、発信を行います。さらに

ＪＣが行ってきた公開討論会などの手法を活用し、明確に選挙参加の意味を考え、自分た

ちの手で地域の将来を担う責任と重要性を感じる機会を創出します。さらには、より多く

のサイレントマジョリティを引き出し、市民の声として政治に届ける方法を打ち出します。 

地域経済の産業を活かした人々の交流増進が地域経済の活性を生み出します。また住民

の政治参加は未来の上越がより良いまちづくりを実現する道筋を切り拓きます。そして、

これらの運動により、上越は市民の力で逞しく開発された住み良いまちへと進化をします。

 

 

【運営方針】  

１. 地域経済を主観とした事業を行います 

２. 地域政治に着眼をした事業を展開します 

３. 多くの市民を巻き込み、地域に確実な足跡の残る運動を行います 


